



































































 宝立町における葉タバコ栽培はどのような傾向にあったのか。表 1 は、農林業センサスのデー
タを基に、筆者が作成したものである。 
 
表 1 宝立町における葉タバコ生産戸数と耕作面積 
 葉タバコ生産戸数 葉タバコ耕作面積 総農家戸数 
1960（昭和35）年 81戸 18.3ha 902戸 
1970（昭和45）年 149戸 58ha 963戸 






作面積も約 22a と、まだ普及し始めた段階と言える。1970（昭和 45）年には、一気に葉タバコの
生産戸数が増加する。全体の農家数も増加しているが、葉タバコ生産戸数の伸び率の方が大きい。
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5月  初旬に追加で肥料を施す。中旬には一回目の培土をする。 
6月  下旬から脇芽を除去する。この作業は、8月中旬に収穫が終了するまで続く。 
7月  3日頃までに花蕾を見て摘む。この段階で成長の悪い所には、尿素を葉面に散布し、葉
の一律化を図る。初旬から第一回目の収穫を行う。下葉の方から黄変し始めるので、黄
色くなる前に収穫を始める。収穫したら、葉を一枚一枚交互に並べ、60 枚を 1 本とし
たものを、一度に乾燥ささせる。その後に貯蔵する。 
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写真1 梱包された葉タバコ          写真2 コンテナ 
（2014年 筆者撮影）              （2014年 筆者撮影） 
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乾燥場は一つ造るのに 200 万から 300 万円はかかるが、乾燥機は JT から補助が出た。3 分
の 1 は JT が補助してくれ、残りが個人持ちだった。5 年以内に払うというローンのようなも


















 専売公社から JT へ移行したことにより、葉の等級決めが厳しくなったという話を多数聞いた。 
T氏（中鵜島、女性、70歳代） 













乾燥場は一つ造るのに 200 万から 300 万円はかかるが、乾燥機は JT から補助が出た。3 分
の 1 は JT が補助してくれ、残りが個人持ちだった。5 年以内に払うというローンのようなも


















 専売公社から JT へ移行したことにより、葉の等級決めが厳しくなったという話を多数聞いた。 
T氏（中鵜島、女性、70歳代） 










































































































産している。山の中の 15 反のタバコ畑を貸している。元々タバコ畑だった残りの 6 町は、専
業農家に貸している。区画整理で山を開いたため、家から離れた所にタバコ畑があった。 
T氏（中鵜島、女性、70歳代） 
 タバコ生産をやめてからは、荒地になった所が圧倒的に多い。自分は元々タバコ畑だった土
地に、趣味で梅やブルーベリーを植えて今は楽しんでいる。 
 
4. 考察 
 
 聞き取りを基に、宝立町の葉タバコ生産の傾向をまとめるとともに、珠洲市全体及び珠洲市の
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他地域との比較をしたい。 
 
4.1 宝立町における葉タバコ生産の傾向 
 宝立町における葉タバコ生産の傾向を、聞き取りを基に考える。 
地域の特産品として、珠洲市が葉タバコ栽培を導入したのは1955（昭和30）年である。ほぼ同
時期に、宝立町でも葉タバコの生産が始まっている。宝立町では、以前から塩田が盛んであった。
実際の聞き取り調査でも、塩田を辞めてタバコ栽培に切り替えた人が多かった。市が葉タバコを
導入してから3、4年で広まったというから、その間に塩田から切り替えたと考えられる。その頃
の塩も専売公社だったが、生産が競争的になり、新たなタバコ産業に移行していったと考えられ
る。珠洲市全体では、葉タバコの広まりと同時に、養蚕の衰退が見られたが、宝立町でも同様の傾
向が見られた。ただ、タバコの導入当初は、葉タバコの栽培は養蚕から毛嫌いされたようだ。それ
が1960（昭和35）年には、一斉にタバコ栽培に切り替えられた。葉タバコの農家戸数も、1960（昭
和35）年には81戸に増加している。 
タバコ生産の魅力は、現金収入と高い収入であった。品質によって値段の変わるタバコは、狭
い面積でも充分な収入を得ることが可能だった。 
その一方で、短所もあった。まずは、生産が 1 年がかりと長く、重労働であることだ。人手が
必要なので、子供も生産を手伝い、家族全員で生産した。葉の質によって値段が変わるため、生産
における工夫も試行錯誤であった。また、設備投資や人件費への出費が大きい。新しい技術が開
発されれば投資をし、人手が足りなければ雇わなくてはならなかった。さらに、長所でもある狭
い面積で高収入を得られる点は、逆に言えば品質が落ちれば安定した収入が見込めないことにな
る。こういった短所から、徐々に生産が衰退していったものと考えられる。また、タバコ生産を辞
めた人に専売公社から補助金が出されるようになると、減少に拍車がかかった。 
 
4.2 他地域との比較 
先に述べたように、宝立町での葉タバコの衰退は、珠洲市全体の傾向よりも、数年遅いようだ。
これは、宝立町にタバコに代わる特産品がなかったことが原因ではないかと考える。現在のタバ
コ畑の利用は、趣味に利用したり、他人に貸したりと様々だが、荒地になった土地も多いと聞い
た。タバコ畑の後に、カボチャなどの他の作物を植えた例もあったが、本格的に栽培をしていた
例は少なかった。珠洲市三崎町における、過去の研究例（江崎 2010）を見ると、タバコ畑の跡地
にカボチャやスイカを栽培している例が多い。特にカボチャは、能登カボチャとして大阪に出荷
し人気だという。こういった代替え作物が宝立町ではあまり定着せず、設備投資の大きさから、
引けに引けなくなり長期間生産を続けた人も多かったのではないだろうか。 
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5．おわりに 
 
 熱心に葉タバコの生産について語ってくださる方が多かった。子供時代の思い出は葉タバコだ
け、と笑いながら語ってくださる方もいた。生産を辞めてからだいぶ経つはずなのに、詳細まで
覚えている。それだけ、葉タバコの生産は家族全員で取り組み、子供時代を生産に費やしてきた
のだろうと思う。そういった思いを、拙い文章ながらこの場に残せたら幸いである。導入されて
から一気に火が付き、また激減していったものは、タバコの他にないのではないだろうか。 
貴重な時間をこの調査のために費やしてくださった宝立町の皆様に、心からお礼申し上げます。 
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